
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑵

防
災

委
員

に
よ

り
避

難
者

確
認

報
告
 

に
備

え
ま

し
ょ

う
。
 

ロ

訓
練

を
開

始
し

た
。

 
⑴

八
時

三
〇

分
 

各
地

域
避

難
場

へ
防

 
 

 
災

バ
ッ

ク
持

参
の

上
避

難
開

始
 

 
⑵

防
災

委
員

に
よ

り
避

難
者

確
認

報
告

身
の

安
全

第
一

で
、

広
報

な
く

と
も

勇
気

を
も

っ
て

避
難

を
開

始
す

る
事

が
大

事
で

す
。

今
一

度
家

族
み

ん
な

で
確

認
し

災
害

に
備

え
ま

し
ょ

う
。

ロープ結び

音
声

告
知

放
送

・
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

・
ス

マ
ホ

等
で

情
報

を
得

た
。

と
想

定
し

次
の

訓
練

を
開

始
し

た
。
 

場
所

を
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

な
ど

で
事

前
確

認
し

、
通

常
と

違
う

変
化

に
気

づ
い

た
ら

身
の

安
全

第
一

で
、

広
報

な
く

と
も

勇
気

ープ結び訓練 
土

砂
崩

れ
に

よ
る

災
害

発
生

の
恐

れ
が

極

め
て

高
ま

っ
た

た
め

、
三

次
市

災
害

対
策

本
部

か
ら

避
難

指
示

が
発

令
さ

れ
、

各
自

十
八

箇
所
) 浸

水
想

定
区

域
( 六

箇
所
) の

危

険
箇

所
が

あ
り

ま
す

。
自

宅
若

し
く

は
生

活
活

動
上

遭
遇

の
可

能
性

が
危

惧
さ

れ
る

 
当

日
は

、
こ

の
県

北
部

に
お

い
て

数
日

前
か

ら
豪

雨
が

続
き

、
河

川
の

氾
濫

及
び

土
砂

崩
れ

に
よ

る
災

害
発

生
の

恐
れ

が
極

絡
発

信
に

よ
り

避
難

行
動

を
開

始
し

た
。

地
区

内
に

は
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等
( 
三

十
八

箇
所
) 浸

水
想

定
区

域
( 六

箇
所
) の

危

「
自

分
の

命
は

自
分

で
守

る
」

こ
と

を
再

認
識

し
そ

の
た

め
の

知
識

と
行

動
を

会
得

す
る

事
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
 

防
災

本
部

か
ら

の
訓

練
開

始
連

絡
は

無

く
、

地
区

の
皆

さ
ん

自
ら

避
難

指
示

情
報

を
得

た
と

し
て

防
災

委
員

さ
ん

か
ら

の
連

- １ - 

に
令

和
元

年
度

の
防

災
訓

練
を

実
施

し

た
。

訓
練

は
防

災
・

減
災

の
基

本
で

あ
る

「
自

分
の

命
は

自
分

で
守

る
」

こ
と

を
再

訓
練

に
よ

る
お

に
ぎ

り
を

お
土

産
に

解
散

と
な

り
ま

し
た

。
今

回
の

訓
練

で
は

地
区

防
災

本
部

か
ら

の
訓

練
開

始
連

絡
は

無

 
神

杉
地

区
自

主
防

災
会
( 会

長
 
有

田
雅

俊
) で

は
去

る
十

二
月

八
日
( 日

) 午
前

八
時

三
十

分
よ

り
神

杉
地

区
内

全
住

民
を

対
象

 
④

消
火

器
訓

練
 

⑸
防

災
講

話
・

講
評

・
総

評
を

い
た

だ
き

ま
し

た
。

そ
の

後
Ｊ

Ａ
女

性
部

の
炊

出
し

神
自
T E
発
11
人
世
ホ
ht
i-

 
①

担
架

作
製
・
濃

煙
体

験
・

ジ
ャ
ッ

キ
操
作
 

 
②

心
肺

蘇
生

・
Ａ

Ｅ
Ｄ

訓
練
 

 
③

ロ
ー

プ
結

び
 

Ｈ

神  杉  地  区
自治会連合会
T E L  6 6 - 1 3 2
発刊 2019/12/1
11 月末(前月比
人口 1,542(+3)
世帯   601(∓0
ホームページ 
http://kamisu
-m.com/ 

体
育

館
) へ

避
難
( 訓

練
) 移

動
 

⑷
四
班

に
分

か
れ

訓
練

開
始
 

 
①

担
架

作
製
・
濃

煙
体

験
・

ジ
ャ
ッ

キ
操
作
 

ＨＰへどうぞ 

区 
会 

1 3 2 3  
/10 

前月比)  
) 
0) 
 

//kamisug

 
 
⑶

地
区
選
抜

者
は
補
助

避
難

所
( 小
学
校

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
実
施
予
定
日
 

 
第
二
七
回
 
神
杉
ふ
れ
あ
い
祭
り
 

 
 
 
 
 
令
和
二
年
十
一
月
一
日
(
日
) 

 

(
主

任
児

童
委

員
)
 
 

お
名

前
 

 
 

担
当

地
区
 

長
谷

川
さ

と
み

 
東

部
地

区
全

域
 

ジャッキア

ロー

『
神

杉
の
力

を
結
集

し
、

一
層

の
絆

を
深

め
る

場
と

し
て

、
楽

し
く
賑
や

か
に
来

年
度

も
実

施
す

る
』

こ
と

と
し

た
。
 

 
 

 
実
施
予
定
日
 

 
中
藤
博
文

 
⒙

区
・
⒚

区
上
下
・
⒛

区
 

区
・
 

区
・
 

区
・
 

区
 

 

(
主

任
児

童
委

員
)
 
 

21

222

242

232

ャッキアップ 

ロープむすび 

④
グ

ラ
ン

ド
方
向

の
ス
ピ

ー
カ

ー
で
進

行
具
合

が
分

か
っ

た
。

⑤
後
片
付
け

は
全

て
の

行
事
終
了

後
行

お
う

。
⑥
飲
食

ス
ペ

ー

ス
を

テ
ン
ト
村
中
央

に
配
置

し
た

ら
 

等
、

発
言

を
い

た
だ

き
 

『
神

杉
の
力

を
結
集

し
、

一
層

の
絆

を
深

め
る

場
と

し
て

、
楽

 
伊
藤
理

知
子
⒓

区
・
⒔

区
・
⒕

区
上

下
・
⒖

区
・
⒗

区
・
⒘

区
 

 
中
藤
博
文

 
⒙

区
・
⒚

区
上
下
・
⒛

区
 

2

2

2

担架作製 

 

⑺
ほ

か
、

①
各
ブ

ー
ス

と
も
例

年
を

上
回

る
売

上
だ

っ
た

。
②

う
ど

ん
を
食
べ

た
か

っ
た

③
電
源

は
事

前
確

認
の

お
陰

で
支
障

な
か

っ
た

。
④

体
育

館
内

の
飲
食

の
可
否

基
準

を
決

め
よ

う
。

④
グ

ラ
ン

ド
方
向

の
ス
ピ

ー
カ

ー
で
進

行
具
合

が
分

か
っ

た
。

 
 

 
 

 
 

区
・
５

区
・
６

区
上
 

 
有

田
雅

俊
 
６

区
下
・
７

区
・
８

区
１

２
・
９

区
・
⒑

区
・
⒒

区
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⑸
館

内
ス

テ
ー

ジ
進

行
の

時
間
管
理

が
不
足

し
た

が
、
新
任

ス

タ
ッ
フ

も
揃

い
好

評
だ

っ
た

。
 

⑹
リ
サ
イ

ク
ル

は
多

く
の
方
々

の
協
力

を
得
過

去
最

高
の
売

上

だ
っ

た
。
叉
残
品

は
五

〇
㌔
余

り
あ

り
ま

し
た

。
 

  
 

お
名

前
 

 
 

担
当

地
区

 
 

 
 

 
新

田
衆
治

 
１

区
・
２

区
・
３

区
・
４
 

消

避

消防署員

⑶
農

産
物

出
品

は
例

年
並

み
で
セ
リ
太
夫

が
急

き
ょ
替

っ
た

が

順
調

に
終

え
る

事
が

で
き

た
。
 

⑷
作
品
展

示
物

は
例

年
の
展

示
数

を
維

持
で

き
た

。
叉

大
田
植

の
写
真
サ
イ
ズ

の
統

一
が

有
れ
ば

時
間
短
縮

で
き

る
の

で
は
 

⑸
館

内
ス

テ
ー

ジ
進

行
の

時
間
管
理

が
不
足

し
た

が
、
新
任

ス

か
ら

も
引

き
続

き
よ
ろ

し
く

の
お
願

い

い
た

し
ま

す
。
 

（
民

生
委

員
・

児
童

委
員

）
 

 

消火器訓練 

避難(訓練)人員

防署員による講話 

よ
っ

て
は
人
手
不
足

も
生
じ

た
。
 

⑵
テ
ン
ト
撤
収

は
翌

日
と

な
っ

た
が
多

数
の
方

に
応
援

い
た

だ

い
た

。
叉

テ
ン
ト

部
材

に
セ

ッ
ト
毎
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト

を
記
入

し
、

次
使
用

に
備

え
た

。
 

⑶
農

産
物

出
品

は
例

年
並

み
で
セ
リ
太
夫

が
急

き
ょ
替

っ
た

が

従
事

さ
れ

た
５

区
の

住
田
彰
宣
様

が
ご

退
任

に
な

ら
れ

ま
し

た
。
後
任

に
は
１

区

の
新

田
衆
治
様

が
就
任

さ
れ

ま
し

た
。
永

い
間

あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
こ

れ

人員報告 

 講師の

数
々

の
貴
重

な
ご
意
見

を
い

た
だ

い
た

。
そ

の
一

部
を
ご
紹
介

し
ま

す
。
 

⑴
テ
ン
ト
村

の
グ

ラ
ウ
ン

ド
配
置

は
好

評
で

あ
っ

た
が

部
会

に

よ
っ

て
は
人
手
不
足

も
生
じ

た
。
 

童
委

員
の
任
期
満
了

に
よ

り
厚

生
労
働

大
臣
並

び
に

広
島

県
知

事
よ

り
委
嘱
状

が
次

の
方
々

に
伝
達

さ
れ

た
。
 

 
な

お
、
今
期

を
も

っ
て
四
期

十
二

年
間

従
事

さ
れ

た
５

区
の

住
田
彰
宣
様

が
ご

講師の消防署員と

ふ
れ

あ
い
祭

り
実

行
委

員
会
( 委

員
長

 
山
口

 
浄
) で

は
十

一
月

二
十

一
日
( 木

) 今
年

度
の
ふ

れ
あ

い
祭

り
反
省

会
を

開
催

し
た

。
会
議

で
は
来

年
度

の
お
祭

り
開
催

に
向
け

て
各

部
か

ら

数
々

の
貴
重

な
ご
意
見

を
い

た
だ

い
た

。
そ

の
一

部
を
ご
紹
介

 
 

 

三
次

市
で

は
十

二
月

一
日
付
け

を
も

っ
て

民
生

委
員
・
児
童

委
員

及
び

主
任
児

童
委

員
の
任
期
満
了

に
よ

り
厚

生
労
働

新
 
民
生
児

童
委
員

誕
生

 

濃煙体験 

署員と市職の皆様

 来
年
度
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
向
け
て
 

 
 

 
 

 新
 
民
生
児

童
委
員

誕
生

 

職の皆様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

ま

お

イ

ま

芋

ア

多
さ
苔

小

まもなく到着

まずは準備運

お昼はカレー

憩いの森実

イベントを８

まずは焼き芋づ

芋を新聞紙で包

アルミ箔で更に包

多くのわくわく
されました。講
苔は 22区近辺

小学校 3年生銭

なく到着 

は準備運動 

はカレーライス 

いの森実行委員会(

ントを８０名余りの

焼き芋づくりです。

聞紙で包み水に漬け

で更に包みました。 

わくわく講座生が苔玉
した。講師は 22区の
区近辺から調達いた

年生銭太

に
な

に
あ

に
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

委員長 三原

名余りの参加者の下

アルミで

の中に放

が苔玉づくりに参加
区の坂田さんです
達いただきました。

二本松
出来ま

そ
の

後
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

会
に

よ
る

熱
々

の
カ

レ
ー

ラ
イ

ス
を

頬
張

っ
た

。
 

 
二

十
二

区
常

会
の

皆
さ

ん
に

は
今

年
も

お
世

話
様

に
な

に
あ

に
が

と
う

ご
ざ

三原和美)とわ

加者の下、焼き芋・

ルミで包んだまま炭

中に放り込みます。

りに参加
んです。
した。 

焼き芋
の遊具
の滑り

二本松牧場さま
出来ました。 

- １ - 
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ミ
回

収
は

過
去

最
大

量
で

し
た

。
開

会
後

広
場

で
は

地
区

対
抗

ゲ
ー

ム
と

全
員

で
の

ビ
ン

ゴ
ゲ

ー
ム

を
行

い
豪

華
景

品
 
 
を

狙
っ

た
。

 
そ

の
後

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

とわくわく講座

焼き芋・豚汁をい

まま炭火

ます。 

熱々
妹？
味で

焼き芋ができるまで
の遊具で過ごしまし
の滑り台を廃タイヤ

場さまのご配慮で

!? 

所
を

ス
タ

ー
ト

に
ジ

ャ
ー

ジ
ー

牛
の

待
つ

二
本

松
子

ど
も

広
場

へ
道

中
(
２

～
４

Ｋ
)
沿

道
の

ゴ
ミ

拾
い

し
な

が
ら
集

ま
っ

た
。

今
年

の
ゴ

ミ
回

収
は

過
去

最
大

量
で

わく講座は秋深まる

汁をいただきなが

熱々の焼き芋を頬
妹？安納芋はステ
味でした 

るまで子どもたちは
しました。新しい鉄
タイヤに乗って降り

ご配慮で餌やりも挑

 

こ
の

時
期

特
有

の
濃

い
朝
霧
の

中
、

地
区

管
内

三
カ

所
を

ス
タ

ー
ト

に
ジ

ャ
ー

回

地区

秋深まる尾首の山で

ながら楽しい時

を頬張る４姉
芋はステキな色と

たちは冒険の森
しい鉄パイプ製
て降りました。 

最
の
じ
の
ま

やりも挑戦

回収された廃

地区対抗の輪

首の山で恒例となっ

楽しい時間を過ごし

つぎは丸太切
す。のこ刃全
力で切る事を

最後は山下先生
の伴奏で「もみ
じ」と「たき火
の大合唱で終え
ました。 

 

 

された廃棄物 

対抗の輪投げゲーム

例となっている秋の

を過ごした。 

は丸太切りに挑戦で
のこ刃全体を使い引く
切る事を体感しました。

山下先生
で「もみ
たき火」
終え

 

げゲーム 

 
秋の

使い引く
。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霜
月

の
佛

花
こ

こ
ぞ

と
小

菊
た

ち
 

 
 

山
下

 
郁

子
 

い
に

し
え

の
木

立
色

づ
く

出
雲

路
を

 
 

中
藤

 
博

文
 

 
  

 紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て
衷

心
 

よ
り
厚

く
お
礼
申

し
上
げ

ま
す

。
 

塩
焼

き
を

食
べ

つ
つ

守
る

下
り

簗 や
な

 
 

 
加

藤
 

茂
夫

 

霜
月

の
佛

花
こ

こ
ぞ

と
小

菊
た

ち
 

 
 

山
下

 
郁

子
 

   

福
 
谷

 
 
博

 
様
 

二
十

区
 

黒
 
瀬

 
 
恵

 
様
 

即
位

の
儀

平
安

の
美

に
引

き
込

ま
れ

 
 

田
原

 
洋

子
 

向
う

山
川

面
に

映
え

る
龍

田
姫

 
 

 
 

広
川

テ
ル

子
 

   

 《
 
見
舞

い
返

し
 
》
 

 
十
七

区
 

福
 
谷

 
 
博

 
様
 

山
脈

俳
句

会
《

十
一

月
》
 

 即
位

の
儀

平
安

の
美

に
引

き
込

ま
れ

 
 

田
原

 
洋

子
 

山
脈

俳
句

会
《

十
一

月
》

 
  

二
十

一
区
 

 
山

 
田

 
博

 
幸

 
様
 
 
 

 
 

 

亡
父

 
山
 
田

 
 
正

 
様
 

 

催
年

で
も

あ
る

。
覚

え
と

っ
た

。
 

康
 

1
12

令

2

－4－ 

  ぽ
ぽ
組

さ
ん

の
お
手
紙

と

災
害

時
の
注
意

等
の
チ

ラ

シ
も

一
緒

に
配

布
し

ま
し

た
。

十
七

区
 

中
 
井

 
治

 
人

 
様
 

亡
妻

 
中
 
井

 
 
姚

 
様
 

二
十

一
区
 

古
希

を
迎

え
る

。
地

区
内

に
小

学
校
以
来

の
友

が
十
五
名

い

る
。
五

年
振

り
に

ク
ラ

ス
会

開

催
年

で
も

あ
る

。
覚

え
と

っ
た

。
 

12・1 月
月 10日(火

16日(月

2   27日(金

令和 2年 

１月 6日(月

2 2 10日(金

2 2 2 26日(日

2 2 2 〃2

   か
ぼ
ち
ゃ

と
大
根

の
提
供

を
受
け

、
笑
顔

で
皆

さ
ん

に
受
け
取

っ
て

も
ら

い
ま

し
た

。
又

、
小
学
校

た
ん

ぽ
ぽ
組

さ
ん

の
お
手
紙

と

寄
付

が
寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。
 

 《
 
香
典
返

し
 
》
 

十
七

区
 

呆
は
別

に
し

て
、
覚

え
て

な
い

の
が
逆

に
何

事
も

無
く
幸
せ

だ

っ
た

と
し

て
お

こ
う

。
来

年
は

古
希

を
迎

え
る

。
地

区
内

に
小

月の自
火)  広報紙

月)2 わくわ

金)2 仕事納

月)2 仕事始

金)2 広報紙

日)2 スキー

2     神杉地

   九
十

一
名

の
方

に
お
配

り

し
ま

し
た

。
今

回
は
小
学

五
年

生
が

育
て

た
大
根

と

白
菜

、
た

ん
ぽ
ぽ
組

み
の

か
ぼ
ち
ゃ

と
大
根

の
提
供

神
杉

地
区

社
会
福

祉
協
議

会
へ
 

令
和

元
年

十
一

月
一

日
か

ら
同

月

末
日

ま
で

に
、

次
の
方
々

か
ら
ご

寄
付

が
寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。
 

し
て
過
ご

し
た

の
だ
ろ

う
か

？

何
も

思
い

出
せ

な
い

。
 

良
い
方
向

に
考

え
れ
ば

、
痴

呆
は
別

に
し

て
、
覚

え
て

な
い

自治連行
広報紙配布 

わくわく講座クリ

仕事納め 

仕事始め 

広報紙配布 

スキーツアー 

神杉地区囲碁大会

  区
社

会
福

祉
協
議

会
( 会

長
 

松
田

敏
昭
) で

は
今

年
度

三
回

目
と

な
る

安
否

確
認

を
兼

ね
た

お
弁

当
を

九
十

一
名

の
方

に
お
配

り

 

 神
杉

地
区

社
会
福

祉
協
議

会
へ
 

 
平

成
か

ら
令

和
に
替

わ
り
七

カ
月
余

り
経
ち

早
十

二
月

の
師

走
と

な
っ

た
。

こ
の

一
年
何

を

し
て
過
ご

し
た

の
だ
ろ

う
か

？

行事 

講座クリスマス会 

囲碁大会 

  配
食
サ
ー
ビ
ス
実
施
 

 
十

一
月

三
十

日
( 土

) 地

区
社

会
福

祉
協
議

会
( 会

 
編
集
後
記
 

 
平

成
か

ら
令

和
に
替

わ
り
七

 配
食
サ
ー
ビ
ス
実
施
 


